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院長の若いころの思い出と健康に役立つ情報
を記載しました。皆様の病状が好転いたします
ことを，心より願っております。  
   　　　　　　　　　　院長　則武　昌之
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9 月と 10月の診療予定です。
宜しく御了承ください。
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　私の赴任した東京医大霞ヶ浦病院（現：茨城医療センター）は東京医大の 3キャンパスの１角を占める伝統ある地域の中
核病院でした。それまでは、内科医師はおもに東京医大本院（新宿）から数年毎に派遣され診療にあたっていました。しか
し内科学講座を新たに新設することが決定され、防衛医大に長く勤務されていた松岡健先生（東京医大卒）が教授に選任さ
れました。そのため防衛医大卒を含めて 10名ほどの内科医師が参集することになり、当時 35歳だった私もその一人でした。
　当時の霞ヶ浦病院の院長は相馬哲夫先生（外科学）で、「アミン大統領」と呼ばれていました。病院が「阿見町」にあって
そこで絶対的な権力を持っていたからでもありましたが、180cm，110kg の巨漢で眼光が鋭く風貌も何となく「アフリカ
の大統領」という感じだったからでした。とにかく迫力のある先生で、各科の部長にも怖がられていたので私もなるべく近
づかないようにしていたのですが、打ち解けると大変面倒見の良い優しい先生でした。どういうわけか相馬先生にその後も
可愛がっていただくようになり、晩年は当クリニックに通院されていました。霞ヶ浦病院の先生方は体育会系の雰囲気の方
が多く少し怖いところもありましたが、ほとんどの先輩医師にも出身大学の垣根を越えて気持ちよく接して頂きました。
　松岡教授のもとで我々は新しい講座の立ち上げに取り掛かりました。優秀な医局員を集めることが急務でした。幸い東京
医大卒の内科志望の研修医が我々の病院にも 2-3 か月交代で研修に来ていましたので、自分の持つ全ての診療能力を発揮し
ながら、研修医に積極的な入局勧誘を始めました。東京医大本院（新宿）よりも魅力的な診療・教育体制の構築が必要でした。
　しかし当時内科に割り当てられた病棟は病院の中でも最も古く、病棟内の階段には幽霊が出ると評判でした。深夜にそこ
を通ると鳥肌が立ちました。実は、私も幽霊が苦手なのです・・・。私は実際には見ていませんが、病院に長く務めている
とその病棟や病室で亡くなられたはずの人の姿（幽霊？）を目撃した話を聞くことは一度ならずあります。
　また古い病棟（もう今は使われていませんが）の病室で若い女性患者さんのベッド脇にあった棚の戸を開けたら、なんと「ゴ
キブリ」が飛び出してきたことがありました。私はゴキブリも幽霊と同じくらい嫌いです。とくにゴキブリの飛ぶ姿には恐
怖を感じます。衛生的でなければいけない病室でそれを見て、その患者さんも私も思わず腰を抜かしてしまいました！
　そのような施設の問題を抱えて研修医に入局の勧誘をすることは限りなく困難なことに思われました。それでもハードな
病院当直を頻回にこなしながら、病棟や外来での診療にあたりました。若い研修医達と一緒に、しばしば夜中まで患者さん
の治療にもあたりました。しかしこれらの若い医師と” 格闘” した日々は振り返ってみると私にとってとても充実した時だっ
たと思います。今でもこのような環境を与えてもらったことの幸運を思わずにはいられません。その頃はMr.Children の
「innocent world」、篠原涼子の「恋しさと切なさと心強さと」、中島みゆきの「空と君の間に」などが流行っていましたが、
私は新しい歌を覚える暇もなくサザンの曲ばかりを歌っていました。それしか歌えなかったものですから・・。
　幸運にも、その後多くの優秀な若手医師が我々の講座に入局し、何とか東京医大第 5内科学講座として認知されるように
なっていきました。入局者のなかには糖尿病に興味のある東京医大卒や防衛医大卒の若
手医師もいたので、我々は講座の中で糖尿病診療グループとして活動するようになりま
した。（次号へ続く)

　当院も開業して 10年が経ちました。数年前に一部を改装しましたが、開業してから
ずっと同じ内装の部分も多くありました。その割にはまだ汚れもそれほどは目立たない
のは、皆様のご協力の賜物であると感謝しています。
　今年になってから患者様のおひとりに「受付に荷物を置く棚のような部分があるとい
いですね」というご意見をいただきました。院長もそろそろ少し内装を変えたいと思っ
ていたらしく、数年ぶりに受付・待合室・処置室などの一部を改装しました。
　今回の改装で受付カウンターが変わりました。入口の正面が受付窓口で、その左側が
会計窓口に分かれました。今までは受付と会計の窓口が同じ場所でご不便をおかけした
り、待ち時間が長くなったりしていましたが、今後は窓口が分かれたことにより、皆様
の診療がよりスムースになればとねがっております。診察が終わりましたら、カルテを
会計窓口のかごに入れて待合室でお待ちください。
　また受付のカウンターに皆様のバッグなどを置ける台を作りましたので、会計などの
時にご利用いただければと思います。
　これからも皆様からご意見があれば、スムースな診療のために、できる範囲で改善し
ていきたいと思っておりますので、ご意見箱やお声掛けをよろしくお願い致します。

8月の休みに黒部ダムに近い釣り場に行きました。「ジンクリア」と呼ぶのにふさわしい透き通った清流で、バイカモが水中に生い茂る最高の
雰囲気でした。ニジマス、ブラウントラウトなどが放流されていて、針がかりしてもラインブレイクを繰り返す大きさとパワーに感動しました。

受付がリニューアルしました　　　　柏村京子
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